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季
節
は
巡
り
、素
直
に
は
喜
べ
な
い

春
、「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」の
早
期
終

息
を
心
か
ら
願
う
ば
か
り
だ
。社
会
を

揺
る
が
す
大
事
件
が
起
き
れ
ば
、人
は

不
安
に
な
り
、「
買
い
だ
め
」な
ど
右
往

左
往
す
る
も
の
だ
が
、こ
ん
な
時
、比

較
的
冷
静
な
の
が 

田
舎
だ
。田
舎
に
あ

る「
ま
あ
、何
と
か
な
る
」と
い
う
空
気

感
は
、今
も
根
付
く
自
給
の
暮
ら
し
に

あ
る
の
だ
ろ
う
。 　

セ
ン
タ
ー
長
の

ミ
ラ
イ
の
フ
ツ
ー
に

向
か
っ
て
︕

センター長

鈴木辰吉

　

10
年
後
の
食
糧
自
給
率
の
目
標
や

農
政
の
基
本
施
策
を
５
年
ご
と
に
定

め
る「
食
料・農
業・農
村
基
本
計
画
」案

が
答
申
さ
れ
、３
月
中
に
閣
議
決
定
さ 

れ
る
。農
業
の
担
い
手
が
減
り
、食
料
自

給
率
の
低
下
に
ど
う
歯
止
め
を
か
け

る
か
、日
本
の
農
政
が
問
わ
れ
て
い
る
。 

　
案
で
は
、2
0
3
0
年
の
自
給
目
標

を
45
％（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）と
し
て
い

る
。2
0
1
8
年
に
37
％
の
過
去
最
低

記
録
更
新
と
い
う
現
実
と
の
乖
離
は

大
き
い
が
、気
候
変
動
な
ど
の
リ
ス
ク

食
糧
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
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も
考
え
る
と
、目
標 

を
実
現
し
な
け
れ

ば
、子
ど
も
た
ち
に
国
の
未
来
を
託
す

こ
と
は
で
き
な
く
な
る
に
違
い
な
い
。

そ
の
点
で
は
、こ
れ
ま
で
の
大
規
模
化

や
企
業
参
入
一
辺
倒
か
ら
、中
小
の
家

族
農
業
、過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域

の
振
興
、農
業
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
新
た

な
基
本
計
画
に
期
待
し
た
い
。と
り
わ

け
、自
給
的
な
農
業
と
他
の
仕
事
を 

両
立
さ
せ
る「
半
農
半
Ｘ
」や
都
市
農

村
交
流
を
農
地
の
維
持
や
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
取
組
み
と
位
置
づ

け
、事
例
と
し
て
示
さ
れ
た
こ
と
は
、

セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
の
追
い
風
に
も

な
る
も
の
で
大
変
心
強
い
。 　

　
都
市
と
山
村
を
合
わ
せ
持
つ「
日
本

の
縮
図
」豊
田
市
の
計
画
見
直
し
に
あ

た
っ
て
は
、他
の
地
域
政
策
と
の
総
合

化
、中
小
の
農
業
者
や
生
活
者
の
声
を 

聞
き
、食
糧
に
不
安
の
な
い
、「ま
あ
、何

と
か
な
る
」と
感
じ
ら
れ
る「
食
糧
自

給
圏
」づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
な
計

画
を
期
待
し
た
い
。

お知らせ

足助地区の新盛自治区にある豊田市里山くらし体験館すげの里の全景

　おいでん・さんそんセンターの目

指す方向性を内部で改めて共有

し、市民の皆さんにご理解を深めて

いただこうと、今年度ブランディン

グのワークに取り組んできました。

　具体的には、センター設立の経

緯、これまでの活動についてスタッ

フ全員で振り返り、これから目指す

社会、そのための使命、自分たちの

価値について、左のように言葉にし

ました。今後、これらのフレーズを

念頭に置き、活動を続けていきま

す。どうぞよろしくお願いします。

　

豊
田
市
里
山
く
ら
し

   

体
験
館
す
げ
の
里
と
は 

 

足
助
地
区
新
盛
自
治
区
は
足
助
町

時
代
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
気
運
を

引
き
継
ぎ
、市
町
村
合
併
後
も「
あ
す

け
新
盛
裏
山
塾
」で
山
村
活
性
化
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、平
成
20
年

に
は「
新
盛
里
山
耕
流
塾
」が
発
足
。

す
げ
の
里(

以
下
、当
館)

は
そ
の
活

動
を
き
っ
か
け
と
し
て
平
成
23
年
に

開
館
し
ま
し
た
。 

　

当
館
は「
里
山
の
生
活
を
体
験
す

る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、都

市
と
農
山
村
の
交
流
及
び
中
山
間
地

域
に
お
け
る
定
住
を
促
進
し
、も
っ

て
中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
図
る
」

目
的
で
設
置
さ
れ
、平
成
31
年
度
よ

り 

里
山
耕
と
理
念
が
一
致
す
る
中
間

支
援
組
織
で
あ
る(

一
社)

お
い
で
ん
・

さ
ん
そ
ん
が
指
定
管
理
を
受
託
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、皆
さ
ま
に
ご
活
用
い
た
だ

く
参
考
に
、施
設
と
初
年
度
の
活
動

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

す
げ
の
里
で
で
き
る
こ
と

　

当
館
に
は
里
山
く
ら
し
を
体
験

す
る
た
め
の
様
々
な
設
備
が
あ
り
ま

す
。お
餅
つ
き
や
五
平
餅
作
り
、味

噌
・
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
な
ど
を
体
験

で
き
る
調
理
実
習
室
は
じ
め
、屋
外

に
は
羽
釡
に
か
ま
ど
、杵
に
臼
、

B
B
Q
グ
リ 

ル
や
五
平
餅
用
の
コ
ン

ロ
な
ど
も
備
え
て
い
ま
す
。毎
年
年

末
に
は
お
餅
つ
き
で
賑
わ
い
ま
す
。 

　

ま
た
、モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
で
装
飾

さ
れ
た
自
慢
の
石
窯
は
、ピ
ザ
に

ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
に
塩
釡
焼
き
、 

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
料
理
で
蒸
し
煮
も

で
き
る
本
格
仕
様
。休
日
に
は
ご
家

族
連
れ
が
石
窯
料
理
に
夢
中
に
な
る

姿
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

生
木
を
使
っ
て
木
工
品
作
り
体
験
が

あ
り
ま
し
た
。矢
作
川
と
生
き
物
の

紹
介
と
ふ
れ
あ
い「
矢
作
川
Ｌ
ｉ
ｆ

ｅ
＆
水
族
館
」ブ
ー
ス
に
は
、数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
の
ザ
リ
ガ
ニ
が
入
っ
た

簡
易
プ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
、た
く
さ

ん
の
少
年
少
女
が
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
豊
田
市
の
間
伐
材
が
使
わ
れ
て
い

る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

岡
崎
森
林
組
合
職
員
で
結
成
さ
れ
た

「
岡
森
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
」、旭
地
区

の
山
里
合
唱
団「
こ
だ
ま
」、民
謡
と

三
味
線「
芳
泉
会
」の
他
、多
彩
な
皆

さ
ん
が
素
敵
な
音
や
歌
声
を
響
か
せ

て
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
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　上記の通り、ブランディングに

関するフレーズが決定したことを

受け、新しいロゴを導入すること

になりました。

　つながり、変わり、光り輝く。緑

の線が中心に向かって集まり、つ

ながることで生まれた光ととも

に、黄色の線が外側に展開してい

きます。つながることによって新し

いものが生まれ、ミライを変える

瞬間、スパーク（火花）を表現して

います。線の本数は豊田市内にあ

る28の地域（中学校区）に由来し

ています。

ミッション【私たちの使命】

  つながる力でミライを変える。

ビジョン【私たちが目指す未来】

  都市においても山村においても、
  人々が暮らしを楽しむ社会
  それは、誰もがひとつのいのちとして大切に

  される社会。

  それは、自治を基本とする社会。

  それは美しい風景のある社会。

  それは多様な選択肢があり、望めば叶えられる社会。  

  それは苦労をシェアする社会。

  それは、子どもたちの目が輝いている社会。

ミッション【私たちの使命】

  幅広いネットワークをいかし、共に考え、
  伴走し合えるプラットホーム

　

ブランディングのためのワークを実施

新しいロゴが決定

子どもたちも楽しむ餅つきの様子

タイルで装飾された石窯

石窯では、塩釡焼きもできる

今年の２月には青少年センターユー
スクラブのメンバーが交流会で利用

 
食から農まで里山の生活を体験できる
特集｜豊田市里山くらし体験館『すげの里』の施設・活用方法についてご紹介
　　　　
特集｜豊田市里山くらし体験館『すげの里』の施設・活用方法についてご紹介
　　　　

足助
あすけ    
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姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
厳
冬
期
に
暖

を
と
り
、ゆ
ら
め
く
炎
に
癒
さ
れ
る

薪
ス
ト
ー
ブ
が
お
出
迎
え
し
ま
す
。

大
会
議
室
の
床
暖
や
給
湯
設
備
で
も

あ
る
薪
ボ
イ
ラ
ー
に
は
、特
に
男
性

陣
が
興
味
津
々
に
な
る
の
が
常
で

す
。

　
吹
き
抜
け
を
見
上
げ
る
と
、 

簡
易

宿
泊
室
７
人
用
が
１
部
屋
、３
人
用

が
２
部
屋
設
け
て
あ
り
、薪
ボ
イ

ラ
ー
で
沸
か
し
た
や
わ
ら
か
い
お 

湯
に
ゆ
っ
た
り
浸
か
れ
る
檜
風
呂
も

あ
り
ま
す
。 

　

他
に
も
、蕎
麦
打
ち
道
具
や
草
履

作
り
用
の
組
台
、き
の
こ
の
菌
打
ち

を
す
る
為
の
ド
リ
ル
な
ど
、食
や
生

活
必
需
品
に
つ
い
て「
買
う
」だ
け
で

は
な
く「
作
る
」、「
生
み
出
す
」た
め

の
道
具
も
揃
っ
て
い
ま
す
の
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。（※

注
：
道
具
の
貸

出
の
み
。製
作・体
験
に
関
し
て
指
導

講
師
は
お
り
ま
せ
ん
。） 　

　
ま
た
、隣
接
の「
も
り
の
里
☆
市
民

農
園
」で
は
新
盛
里
山
耕
実
行
委
員

会
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、 

田
ん
ぼ
や
畑
で
農
業
体

験
も
で
き（
年
間
利
用

申
込
制
）、ト
ヨ
タ
自
動

車
㈱
労
働
組
合
の
稲
作

体
験
に
は
毎
年
1
0
0

名
以
上
の
ご
家
族
連
れ

が
参
加
さ
れ
、泥
ん
こ

ま
み
れ
の
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
が
響
き
ま
す
。

農
機
具
の
貸
出
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
新
盛
里
山
耕
実

行
委
員
会
の
イ
ベ
ン

ト
開
催 　

　

毎
年
４
月
に
は「
八

重
桜
を
愛
で
る
会
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。八
重

桜
の
濃
い
ピ
ン
ク
色
に

染
ま
る
里
山
を
巡
り
、

山
菜
や
筍
堀
り
、特
製

の
味
噌
だ
れ
が
絶
品
の

五
平
餅
作
り
を
体
験
し
、目
も
お
腹

も
満
た
さ
れ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

す（
令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
拡
散
防
止
の
た
め
残
念
な
が
ら
中

止
が
決
ま
っ 

て
い
ま
す
）。 　

　
６
月
に
は「
ホ
タ
ル
観
賞
会
」を
開

催
。夕
暮
れ
間
近
に
手
作
り
の
五
平

餅
や
豚
汁
に
舌
鼓
を
う
っ
た
後
は
、 

里
山
に
響
き
渡
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
耳

を
傾
け
、い
よ
い
よ
日
が
沈
ん
だ
頃
、

当
館
周
辺
の
田
畑
へ
ホ
タ
ル
を
探
し 

に
向
か
い
ま
す
。最
初
は
目
が
慣
れ

ま
せ
ん
が
、段
々
と
暗
闇
に
舞
う
ホ

タ
ル
の
群
れ
が
見
え
て
き
た
時
の
感 

動
！
ぜ
ひ
体
感
し
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　（
一
社
）お
い
で
ん
・
さ
ん
そ

　
ん
の
取
組
で
も

　

当
館
の
設
置
目
的
に
沿
う(

一
社)

の
事
業
で
は
、学
習
会
の
会
場
や
宿

泊
の
利
用
も
し
て
い
ま
す
。

　

人
材
育
成
事
業「
ミ
ラ
イ
の
職
業

訓
練
校
」は
も
ち
ろ
ん
、㈱
ワ
イ
ズ
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
で
は(

一
社)

が
山
村
地
域
と
の
交
流
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
合
宿
の
会
場
と
な
り
ま
し

た
。

　

食
と
農
の
専
門
部
会
で
は「
中
山

間
地
の
農
を
考
え
る
サ
ミ
ッ
ト
」を

開
催
し
、小
規
模
自
営
農
家
さ
ん
か

ら
小
売
店
の
流
通
担
当
者
ま
で
が
集

い
情
報
交
換
す
る
貴
重
な
場
と
な

り
、第
２
回
、第
３
回
と
続
い
て
い
く

予
感
で
す
。

REPORT

食と農専門部会が農福連携の
現場を見学
 
　食と農専門部会では、豊田市山村地域で主に家族経営の農業に
携わる人たちが情報交換する場を作っています。３月５日（木）、部
会の仲間で今枝稚加良さんの農園「自然農福の力」の圃場で、農福
連携の現場を見学させていただきました。今枝さんは、7年間福祉
事業所で農福連携に取り組み、農業者として独立しました。
　福祉の側は無門福祉会さんの農業班で、障害の程度としては生
活上のサポートが比較的多く必要な方たちでした。
　思わず笑ってしまうほどの強風でしたが、皆さんせっせとジャガイ
モの植え付け作業をされていました。障がいの特性によって得意な

農園「自然農福の力」の圃場での植え付け作業

街中
ま ち な か    

REPORT

歴史ある寺院の空き家片付け大作戦実施

　2月24日（月）押井町にある天台宗普賢院（二井寺）で「空き家片付
け大作戦」に参加しました。地域の人を始め40人を超えるボラン
ティアが集まり、総勢70人以上の大片付けになりました。　
　普賢院は非常に歴史のある寺院で、創建は白鵬時代（飛鳥時代の
後、天平時代の前。大化の改新（645年）から平城京遷都（710年）ま
でをいう。）と伝えられ、戦国時代に武田氏の三河攻めにより消失、
江戸時代に鈴木正三和尚（「万民徳用」を説いた日本を代表する思
想家）により再建されています。

いまえだちから

 旭地区押井町の天台宗普賢院に70名以上が集合

旭
あ さ ひ  

　2016年より空き家になっていた 移住定住部会「目からウロコの片付け術」 毎年4月に開催される「八重桜を愛でる会」で歩く道

　

移
住
定
住
部
会
で
は「
目
か
ら
ウ

ロ
コ 

の
片
付
け
術
」と
題
し
、整
理
収

納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
香
田
佳
江
先
生

を
お
招
き
し
、今
後
増
え
る
家
屋
の

相
続
や
片
付
け
に
向
け
た
学
び
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　
利
用
調
整
に
つ
い
て

　

当
館
は
豊
田
市
や
指
定
管
理
者
、

新
盛
里
山
耕
実
行
委
員
会
、も
り
の

里
☆
市
民
農
園
は
年
間
を
通
し
て
優

先
的
に
利
用
予
約
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。ま
た
、今
年
度
よ
り
当
館
の

設
置
目
的
に
加
え「
非
営
利
団
体
で

あ
る
こ
と
」「
年
に
一
度
以
上
、一
般
市

民
向
け
に
公
開
講
座
を
実
施
す
る
こ

と
」の
要
件
を
満
た
す
団
体
を
登
録 

団
体
と
し
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に
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げ
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体
に
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て
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に
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約
で
き
る
よ

う
に
す
る
予
定
で
す
。ご
希
望
の
団

体
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
松
本
真
実
）　

面をうまく引き出すことで戦力となっていくことや、そこからその人
の自信につながっていくことを、今枝さんが嬉しそうに話してくれた
のが印象的でした。
　受入れ側、福祉の当事者側、どちらの側もある程度理解した人が
増えていき、連携がうまくいくと、農業により面白みが増すと思いま
した。誰一人として役に立たない人はいない、ということが証明され
ていくのではないでしょうか。山村地域の直面する「農業の担い手不
足」、「耕作放棄地」問題を解決するための可能性も感じました。
(小黒敦子）

　檀家の無い俗に言う祈祷寺で、2016年より空き家になっていまし
た。このたび、寺院関係者との話し合いにより、一般社団法人押井営
農組合「押井の里」が境内地、周辺の農地、森林のすべてを借り受
け、「自給家族（押井町の米づくりに参加する家族）」はじめ押井の里
にかかわる人々の交流拠点として活用することになりました。
　昼食には地域住民に馴染み深いお寺の定番行事食と源流米ミネ
アサヒが振舞われました。（西田又紀二）

　出てきた荷物の多さに圧倒される 　振舞われたお寺の定番行事食

すげの里基本情報
住所　豊田市新盛町中洞67番地　
電話　0565-69-1622
FAX　0565-69-1633
E-mail  sugenosato@city.toyota.aichi.jp
開館時間  午前9時～午後5時　
休館日　毎週水曜日（祝日が水曜日の場合、
木曜日）、年末、年始
利用対象　里山の自然や生活文化の体験
など農山村地域における交流や定住を希
望される方　
利用申込　利用希望日の２ヶ月前（月初日）
～利用当日※受付初日に利用希望が重複し
た場合は抽選。※宿泊の場合は、利用予定
日の２週間前までに申し込んでください。
　


